
 

 

令和 6年１２月定例教育委員会会議録 

鳴門市教育委員会１２月定例教育委員会は、１１月２５日招集告示。 

１２月２日１６時００分、鳴門市役所本庁舎３階 会議室３０１で開会。 

同日１６時３０分閉会した。 

 出席者 

教育長 阿部教育長 

教育委員 甲斐委員 加藤委員 濵川委員 川上委員 

事務局職員 小川教育次長 嘉屋重教育総務課副課長 

その他職員 黒濵こども未来創造部長 梶原学校教育課長 西條総合教育人権課長 

      下地こども保育教育課長 前場図書館長 中妻学校教育課主幹 

 傍聴者 

１名 

 会議は、教育長が議事を進行した。 

 議事の内容は次のとおりである。 

議案第４４号 令和６年度教育委員会所管に係る一般会計補正予算（第７号）

（案）の意見の申出について 

議案第４５号 鳴門市図書館協議会委員の委嘱について 

議案第４６号 令和６年度末鳴門市幼稚園教員人事異動要綱の制定について 

議案第４７号 令和６年度末鳴門市小・中学校教職員人事異動要綱の制定について 

議案第４８号 鳴門市教育委員会事務局処務規則の一部を改正する規則について 

 教育長は、１６時、１２月定例教育委員会の開会を宣した。 

 教育長は、会議録の朗読を事務局に求めた。 

嘉屋重教育総務課副課長は、１１月定例教育委員会の会議録を朗読した。 

 教育長は、会議録の承認について諮り、全委員異議なく承認した。 

 教育長は、議案第４４号 令和６年度教育委員会所管に係る一般会計補正予算（第

７号）（案）の意見の申出については、議会の議決を要する議案の原案作成に関する

ことから、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１４条第７項ただし書きの規

定により、会議を非公開としたい旨提案し、全委員異議なく承認した。 

 教育長は、議案第４４号 令和６年度教育委員会所管に係る一般会計補正予算（第

７号）（案）の意見の申出について、事務局に説明を求めた。 



 

 

嘉屋重教育総務課副課長は、令和６年１２月４日開会予定の令和６年市議会第４回

定例会に提出する教育委員会の所管に係る一般会計補正予算（第７号）（案）につい

て、説明した。 

（会議の内容については非公開） 

 教育長は、議案第４４号について諮り、協議の結果、全委員異議なく原案どおり決

した。 

 教育長は、議案第４５号 鳴門市図書館協議会委員の委嘱について、事務局に説明

を求めた。 

前場図書館長は、鳴門市図書館条例に基づく協議会委員について、７名の委員が委

嘱期間満了を迎えるため、次期委員の委嘱をしたい旨、説明した。 

 教育長は、議案第４５号について諮り、協議の結果、全委員異議なく原案どおり決

した。 

 教育長は、議案第４６号 令和６年度末鳴門市幼稚園教員人事異動要綱の制定につ

いて、事務局に説明を求めた。 

下地こども保育教育課長は、令和６年度末の幼稚園教員の人事異動を行うにあたっ

ての基本方針および実施事項を定めた人事異動要綱の制定について、説明した。 

川上委員は、同一園在職年数が２年以上の者は原則として異動の対象とするとなっ

ているが、この異動は、別の園に異動となるのか、それとも、同じ園で年少から年長

のように、担当が変わるのか、説明を求めた。 

下地こども保育教育課長は、別の園への異動である旨、説明した。 

加藤委員は、専任園長と兼任園長のそれぞれの配置数について、説明を求めた。 

下地こども保育教育課長は、市内の幼稚園７園のうち、専任園長の配置が４園、兼

任園長の配置が３園である旨、説明した。 

 教育長は、議案第４６号について諮り、協議の結果、全委員異議なく原案どおり決

した。 

 教育長は、議案第４７号 令和６年度末鳴門市小・中学校教職員人事異動要綱の制

定について、事務局に説明を求めた。 

梶原学校教育課長は、令和６年度末の小・中学校教職員の人事異動を行うにあたっ

ての基本方針及び県教育委員会への内申に係る事項を定めた人事異動要綱の制定につ

いて、説明した。 

 



 

 

 教育長は、議案第４７号について諮り、協議の結果、全委員異議なく原案どおり決

した。 

 教育長は、議案第４８号 鳴門市教育委員会事務局処務規則の一部を改正する規則

について、事務局に説明を求めた。 

嘉屋重教育総務課副課長は、鳴門市教育委員会事務局処務規則において、決裁権者

が不在中の場合に代決した際には、決裁権者の後閲を要する旨が規定されているが、

決裁権者が長期の病気休暇等により長期間不在となり、さらに、不在のまま退職に

至った場合などには、後閲の処理が困難であるため、代決後の処理について改める必

要が生じたことから、所要の改正を行いたい旨、説明した。 

川上委員は、決裁権者とは誰を指すのか、説明を求めた。 

嘉屋重教育総務課副課長は、教育長、教育次長、課長等、処理する事務事項によっ

て定められている旨、説明した。 

 教育長は、議案第４８号について諮り、協議の結果、全委員異議なく原案どおり決

した。 

 教育長は、１６時３０分、閉会を宣した。 

 その他の事項は次のとおりである。 

教育長は、１月定例教育委員会を、１月１５日１６時から開催することを確認した。 


